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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
30年３月期第２四半期 7,073 △1.9 338 △4.8 373 △7.0 307 △8.5

29年３月期第２四半期 7,213 △1.8 355 28.3 401 18.0 336 39.9

(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 322 百万円 ( 3.8％) 29年３月期第２四半期 310 百万円 ( 15.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
30年３月期第２四半期 56.41 ―

29年３月期第２四半期 61.66 ―
※ 当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 11,047 7,848 71.0

29年３月期 11,304 7,689 68.0

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 7,848 百万円 29年３月期 7,689 百万円
　
２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

30年３月期 ― 0.00

30年３月期(予想) ― 30.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
※ 当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。平

成30年３月期(予想)の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式併合を考慮した金額
を記載しております。
詳細は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

　
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 14,500 0.9 620 △7.3 680 △4.7 530 △11.2 97.19

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
※ 平成30年３月期通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合を考慮してお

ります。
詳細は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ― 社 (社名) ― 、除外 ― 社 (社名) ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 5,456,000株 29年３月期 5,456,000株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 3,017株 29年３月期 2,972株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 5,453,021株 29年３月期２Ｑ 5,453,246株

※ 当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。前連結会計年度の
期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定し
ております。

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものでは

ありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．当社は、平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で、単元株

式数の変更(1,000株から100株への変更)及び普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしまし

た。

なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりと

なります。

(1)平成30年３月期の配当予想

１株当たり配当金 期末 ３円00銭

(2)平成30年３月期の連結業績予想

１株当たり当期純利益 通期 ９円72銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、底堅い内外需などによる企業収益の改善、

それを受けた設備投資の緩やかな回復が見られ、雇用・所得環境の改善により個人消費も堅調に

推移するなど、緩やかな回復基調が続いております。一方で、欧米各国の経済・通商政策の動向

によるわが国経済への影響にも引き続き留意を要する状況にあります。

このような状況下、当社グループは安全・安心を第一として各種砂糖製品と機能性素材製品を

お客様にお届けすると共に、コスト削減による収益の向上に努めてまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高7,073百万円(前年同

期比1.9％減)、営業利益338百万円(前年同期比4.8％減)、経常利益373百万円(前年同期比7.0％

減)、親会社株主に帰属する四半期純利益307百万円(前年同期比8.5％減)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①砂糖事業

需要の伸び悩みと天候不順の影響を受けて販売量は前年同期を下回り、売上高は6,508百万

円(前年同期比3.5％減)となりました。営業利益は、原料調達コストや製造コストの上昇によ

り529百万円(前年同期比13.6％減)となりました。

②機能素材事業

飲料・健康食品向け及び化粧品原料が引き続き堅調に推移したため、売上高は565百万円(前

年同期比20.0％増)となりました。営業利益は、生産効率の改善に伴う製造コストの低減によ

り79百万円(前年同期比244.2％増)となりました。
　
（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金の増加があるものの、現金

及び預金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ256百万円減少し11,047百万円となりまし

た。負債合計は、支払手形及び買掛金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ414百万円減

少し3,199百万円となりました。純資産合計は、配当金の支払があるものの、親会社株主に帰属

する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ158百万

円増加し7,848百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の68.0％から

71.0％となりました。
　
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月11日付「平成29年３月期決算

短信〔日本基準〕(連結)」にて公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,321 1,849

受取手形及び売掛金 1,301 1,480

有価証券 - 10

商品及び製品 1,159 1,210

仕掛品 134 117

原材料及び貯蔵品 998 993

短期貸付金 742 821

その他 192 184

貸倒引当金 △12 △14

流動資産合計 6,837 6,652

固定資産

有形固定資産 1,406 1,386

無形固定資産 20 14

投資その他の資産

投資有価証券 802 827

長期貸付金 1,866 1,812

退職給付に係る資産 40 43

その他 309 295

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 3,014 2,973

固定資産合計 4,441 4,373

繰延資産 25 21

資産合計 11,304 11,047
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,171 774

短期借入金 1,449 1,459

未払法人税等 88 61

賞与引当金 66 62

その他 402 448

流動負債合計 3,178 2,807

固定負債

役員退職慰労引当金 67 40

退職給付に係る負債 325 306

資産除去債務 1 1

その他 40 44

固定負債合計 435 392

負債合計 3,614 3,199

純資産の部

株主資本

資本金 2,904 2,904

利益剰余金 4,709 4,853

自己株式 △3 △3

株主資本合計 7,610 7,754

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 89 100

繰延ヘッジ損益 0 -

退職給付に係る調整累計額 △10 △6

その他の包括利益累計額合計 79 94

純資産合計 7,689 7,848

負債純資産合計 11,304 11,047
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 7,213 7,073

売上原価 5,827 5,757

売上総利益 1,386 1,315

販売費及び一般管理費

販売費 526 488

一般管理費 504 488

販売費及び一般管理費合計 1,030 977

営業利益 355 338

営業外収益

受取利息 17 13

受取配当金 6 7

持分法による投資利益 17 17

その他 9 1

営業外収益合計 50 39

営業外費用

支払利息 3 2

たな卸資産廃棄損 0 1

その他 0 1

営業外費用合計 5 5

経常利益 401 373

税金等調整前四半期純利益 401 373

法人税、住民税及び事業税 60 49

法人税等調整額 4 15

法人税等合計 65 65

四半期純利益 336 307

親会社株主に帰属する四半期純利益 336 307
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 336 307

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △30 10

繰延ヘッジ損益 0 △0

退職給付に係る調整額 4 4

その他の包括利益合計 △26 14

四半期包括利益 310 322

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 310 322
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 401 373

減価償却費 42 42

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 1

賞与引当金の増減額（△は減少） 0 △3

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △3 △4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 16 △10

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 △27

受取利息及び受取配当金 △23 △21

支払利息 3 2

持分法による投資損益（△は益） △17 △17

売上債権の増減額（△は増加） 45 △179

たな卸資産の増減額（△は増加） 181 △27

仕入債務の増減額（△は減少） △551 △397

未払金の増減額（△は減少） 29 8

その他 14 70

小計 150 △191

利息及び配当金の受取額 23 21

利息の支払額 △3 △2

法人税等の支払額 △63 △72

営業活動によるキャッシュ・フロー 108 △245

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

有形固定資産の取得による支出 △56 △43

有形固定資産の売却による収入 0 -

貸付けによる支出 △530 △380

貸付金の回収による収入 500 355

その他 △3 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △90 △73

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50 30

長期借入金の返済による支出 △320 △20

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △162 △162

財務活動によるキャッシュ・フロー △432 △152

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △414 △471

現金及び現金同等物の期首残高 2,157 2,321

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,742 1,849
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

砂糖事業
機能

素材事業
計

売上高

外部顧客への売上高 6,742 470 7,213 － 7,213

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 0 △0 －

計 6,743 470 7,214 △0 7,213

セグメント利益 613 23 636 △280 355

（注）１．セグメント利益の調整額は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

砂糖事業
機能

素材事業
計

売上高

外部顧客への売上高 6,508 565 7,073 － 7,073

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 0 △0 －

計 6,508 565 7,073 △0 7,073

セグメント利益 529 79 609 △270 338

（注）１．セグメント利益の調整額は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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